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京都府国際化
ブランがめざ
すもの

近年 交 通や情報適信の発注にともなって 社 外は急速にlHま り 人  物

情報等の流れが地球的な規模で拡大するとともに 回 ほ ll会において日本が

果たすべ営役割への1明律も大 きくなり わ たしたちの生活や地域をとりまく

政治 経 済 社 会 文 化など様々な問題について 世 界とのわかわりを核営

にして1ま考えられないようになって宮ました

また こ うした世界の相互l‐存関係の深まりととヽt 人 口問題 市 北FHa

題  環 境  平 和 人 純といつた課PEが  人 類其通のものとして認設されるよ

う1■な 0 そ の解決に向けて 国 際機関やNCO(非 政府組織 )を はじめ

様々な主体により全地球的な取組みが近められようとしています

京都府は す国水のふるさと と もいえるすぐれた歴史的 文 化的な.t積を

持ち こ れまでから多くの外回賓密や観光客を迎え ま た 文 化や学術 研

究伽 で日本を代表するjH域 として広 く世界に知 られてきました し か し

グ●―パ リセーションの大 きを流れの中で 京 都府が
Ftに■lltし 今 後 とも

ヒ界の人々にとっては力ある!し城であり続けるためには こ れまでややもす

ると受け身的になりがちであつた同キ化への対lLを  よ り和極的なものにし

ていくことが求められます

もとより 府 民一人ひとうがE際 理解を深め 世 界の人々と交流 し 協 力

し合っていくことは 白 らの人生をより出かにするとともに 同 じ人間とし

て共に生営る地球社会を算いていくことにつな力
|ります ま た こ れまで京

部の文化や産業が海外との深いかかわりの中で生まれてきたように 雲 なる

文化や優れた技frを積極的にとり入れ 人 材を育て 新 しい文化の和造と京

都注業の発展をめざすことは 京 笥府全体としての地域の活性化を実現 して

いく上で重要な意味を持っています =に  京 都府の特性を活か しながう回

際的な文化交流や国際協力活動を積極的に展開していくことに 世 界
の平和

と繋栄に地球社会の
一員として貢献することになると考えられます

こうしたことから jL城 の国際化に関する課題は 府 民
一人ひとりの国際

理解をはじめ 国 際イヒに対応 した基盤業備 国 際的を経済 文 化活動や国際

協力 そ して果なる言葉や文化を持つ人■と米に暮 らす地域社会づくりなど

極めて広艇な分野t及 んでおり ま た 府 R 民 間国際落効団体 教 育機関

大学 研 究機関 企 業 市 四I村など多くの主体力
1カかわっているといえます

この京都府国際化プランは 京 笥府の施策を国伸化という祝点力ヽ ち改めて

見直 し 新 しい潮流と】マ来の方向をtL据えな″
【ら lt域 の国際化を結合的に

推進 していくための指,「としての使加を県たすことをめましています

更に 今 日 地 蚊の同際化を推近する上で重要な役割を果たしている府民

をはじめとする様々な主体か そ れぞれの役割とP‐性 を発揮 しつつ 共 に辿

粒 して進r「べ営方向を示すことをめごしています



京都府国際化
プランの,」格
と期間

(1)プランのL48

このプランは 京 都府万個 瞬化を逆あるに当たってあざすべき目標とこれ

を実現するために推進するFF"の 方向をPllらかにしたものであり 求 神府で

は今後 こ のプランにもとづいて 総 合的 計 画的|=国際化施奪の推進に取

り親んで1 くヽこととします

同時に 一 人ひとりの心の日障イヒも合めたlL取の[障 化を実現 していくた

めには 府 民 民 問国際活動団体 敦 育検問 大 学 研 究機関 企 栄 付i町

1,などわヽそれぞれの特神を活かし 相 立に協力して活rJを進めていくこと力`

不可欠であり こ のプランはそうした各活動主体万国際イヒに取 り細争に当た

っての共通のガイドラインともなることを期待するものです

(2)プランの期間

このアランの日牌年次は お おむね西昭2ωO年 (平成174!)と します

をお このブラ ンはtrtに実施段階にあるものから 今後lLtPの具体化を口って

いくべき段階のものまでを含んでおり を の具体化に当たっては 十1会情勢や

叫的 等 も勘案 しなかう 計 画的な実施に努していくものとしまiま た

21 Ⅲl紀t=移行する今後のlo年間は 変化の流しい時代でもあることが予想され

このブランの1カ谷 も時代の安イヒに応じて 適宜見直しを行っていくこととしまi
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京都府国際化
ブランの構成

ヤ都府回僚化ブランは 「と本プランJと 陥 進プランJで椛成 されています

(1)基 本ブラン

プランの 「緒議Jに 当た0 京 笥"rを とりまく四僚化の現況と訳題を分析す

るとともに 京PtF'iの国際化の日棟と基本方十旬を示 し そ れを実現するために

京都府をまじめ府氏 民 間□昨活功団体 教 育機関 大 学 研 究機関 企 業

市町1,など各活動主体が果たす役ulと相互の巡馳について記述 しています

(2)推進プラン

プランの 「各論Jに ヽたり は じめに地サ技の日勝化を進める主体としての

府民 良 問田肝活動団体 数 市機関 大 学 Fr究 機関 企 共 市 町+1に期待

される取納みについて述べるとともに こ うした主体と速jtしながら京都府

として推進すへ営施策の方向を記述しています

そこでは ま す を 分空ン別の取tt Rみを明ら力にするととしに 地 域別の国

際イヒの lL本方向と新しい国際ネット,一 ク形成のあり方を提案し 更 に 各

活助主体が述4FrしてjL域の同際化を進めるための協信システムについて 京

都 t同際化lH会 (傾材)の 設立を中しいr範 述 してぃます



●京都府国際化ブラン

の糧成
１
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日

■都府口祷化ブランが0さ すtの

京都府日体イしフランの性格`瑚 市

京都市日陳化ブランの構成

第1章 京 都府の国際化の現況と課題

第 2毒 京 都府の国際化の目根と活動主体の役割

第 1節 京 都府の国際化の目樽と基本方向
1府 民の国際理に,と民間日障活動の使進
2世 界に開わ`■た地域11全つくり
3国 際活動の暮どつくりとⅢuの 活|=化
4ヨ ホな支イとの交流と言Jヽ
5地 Ⅲ間のネットワーク●く,
61芭球社会の一員としての京都府と市民
第2節 多 17な活動IIAの 役割と連寝
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革 S 師

府■に前信ざ■る取jB"

民間同除活動日本に別信される取押み

致青柚慨キにefI十される取組み

末■ 所 交Fr関毒に川信される取
tB"

企革に出有される取細ユ

市日]村に刺待さ■る取担〕

十

第1亭 告 活動主体の取組み

第 2亭 承 印府の帥

第2筋
地均別の国輛 ヒの喜本
方向
1」と部地じ
2中 都地域
9高 都地域(京都 乙ヨ!
1芭区)

第 1 節
分軸 」の珊組み
1■ に生さる人づくり
2■ に百埼 地域つくり
3国 際4しに対応した基
につくり
4日 際的な堪吉交流の
促進
5京 部よらの発信 亡
昇よらの受信
6友 好交流の輪つくり
7共 に集く地ll社会
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第 4節  総 合行政の推進と臨同システムづくり

i lt合的rr価末のFE進
2京 都府日陳化協会(仮lF)の設立と事業の推進

3口 間rr府県寺との近桟
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